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著作権 ©2008 BY DIGITAL-LOGIC AG 

この印刷物は著作権によって保護されており、無断複写・転載を禁じます。 

本書のいかなる部分も、デジタルロジック社から事前に文書による許諾を得ることなく、いかなる方法

によっても無断で複写、送信、転記してはなりません。 

 

このソフトウェアと文書はライセンス協定に基づいて提供されており、その合意に従ってのみ使用・複

写が許されるものです。 

 

このマニュアルと使い方について 
このマニュアルはシングルボードのMICROSPACE-PC上にコンピュータシステムを構築しようとしてい

る「相手先商標製品の製造会社（OEM）」向けに書かれています。これはMICROSPACE-コンピュータ

系をベースにしたシステムのインテグレータおよびプログラマ向けです。このマニュアルはインストール

とボードの設定の使用説明書を備え、システムとセットアップの必要条件について記述しています。こ

の文書は、ハードウェア要件、相互連結、およびシステムのプログラムの仕方の詳細についての情報

を含んでいます。さらに詳しい情報やマニュアルは製品CDを調べて下さい。 

  

DIGITAL-LOGIC AGはデザインガイドとしてだけ全ての回路図を提供しています。DIGITAL-LOGIC AG

は最終的なシステム設計について一切責任は負いません。またGEODEチップのレファレンスマニュア

ル、GEODEチップのプログラマー・レファレンスを持っていることを前提としています。デジタル・ロジック

社はスマートモジュール800PCXのデザイナーがPCアーキテクチャ(PCに関する基本設計概念)をベー

スにしたISA/PCIのデザイン知識を持っていることも前提としています。 
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注意！ 

１． このマニュアル、製品の全ての情報は、予告なしに変更される可能性があります。 

２． 製品をインストールする前にこのマニュアルを読んで下さい。 

３． 製品をインストールする前にセキュリティ情報をよく読んで下さい。 
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１．序文 

このマニュアルに含まれている情報は綿密に検査され正確であるものとしますが、予告なく変更されま

す。製品が進歩するということはいくつかの仕様もまた変わるということです。デジタル・ロジック社はこ

のマニュアルの中にあるいかなる間違い、それによって生ずる結果に関してもその責任を負いません。

さらにデジタル・ロジック社はいかなる回路での使用やアプリケーションや記載されている製品から生

ずる責任は負わないものとします。 

 

1.1. トレードマーク 

DIGITAL-LOGIC, DIGITAL-LOGIC-Logo、MICROSPACE, smartModule はデジタル・ロジック・AG・

Luterbach（スイス）によって世界的に所有する登録商標です。加えて、この文書は名前や会社ロゴ、登

録商標が含まれているため所有権は個々のオーナーになります。 

 

1.2. 免責事項 

デジタル・ロジック社はこのマニュアルの内容に関して建議または保証はしませんし、特別な目的のた

めの市場性や適性の保証もはっきりと拒否します。デジタル・ロジック社はいかなる事情があっても、こ

の製品の使用したことによる偶発的損害や間接的損害、関連する費用に対して、たとえそれがそのよ

うな損害の可能性の通知を受けていたとしてもその責任は負わないものとします。 

 

1.3. 環境保護声明 

この製品は可能な限り環境保護必要条件を満たすよう製造されました。使用されるコンポーネント(構

造の部分、プリント回路板、コネクタ、バッテリなど)の多くがリサイクルすることができます。耐用年数後

のこの製品の最終処分は、その国、州あるいは地域法や規則に従って処理して下さい。 

 

1.4. この製品を使うべき人 

 PC テクノロジーのノウハウを有する電気技師 

 PC 技術の複雑さや変わりやすさのために、私たちはこの製品がどんな特別の状況でも動作・

セット・アップするという保証をすることはできません。私たちの技術サポートは、あなたが解

決方法を探すのを助ける努力はします。 

 静電気放電に注意して下さい。CMOS に保護された作業場を使用して下さい。 

 ボード上で作業する時やケーブルやデバイスを接続する時は電源を切って下さい。 
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1.5. リサイクル情報 

この製品内のコンポーネントはすべて RoHS(危険物指令の制限)の必要条件を満たしています。製品

は無鉛処理されたものではんだ付けされています。 

 

1.6. テクニカル・サポート 

1.あなたの国のデジタル・ロジック・テクニカル・サポートに連絡して下さい。 

日本：株式会社シーピーアイテクノロジーズ 045（331）9201 

      sales@cpi-tec.com 

2.次の URL からインターネット・サポートを使用して下さい。   

 http;//support.digitallogic.ch/ △embedded products △New Support Request  

サポート・リクエストは製品に関する詳細情報（例：BIOS- Board- version）を受け付けるのみです。 

 

1.7.  2 年の限定保証 

DIGITAL-LOGIC AG は、製造・生産されたハードウェアおよびソフト・ウ ェア製品の材料と仕上がりにつ

いて欠陥がないことを、スイスのDIGITALLOGIC AGからの出荷の日付から 2年間保証します。この保

証は製品の当初購入者に限られますので譲渡はできません。2 年の保証期間に、製品が元払いでデ

ジタル・ロジック社に返品された場合は、自由裁量でどんな欠陥品でも追加料金なしで修理・交換しま

す。交換された全ての部品と製品はデジタル・ロジック社の所有となります。 

 

修理で返品する前に、スイスのデジタル・ロジック社の直接のお客様は以下のサポートセンターでRMA

ナンバーを登録していただく必要があります。   

    http://wupport.digitallogic.ch/ 

その他のお客様は欠陥製品の返品に関しては地域の代理店にお尋ね下さい。 

 

この限定保証は、事故によるものや誤用、乱用(正しくない入力電圧、不適切なケーブル配線、間違っ

た極性、不適当か不十分な換気、DIGITAL-LOGIC AG によって提供される操作命令に従わなかったこ

とによる失敗あるいは DIGITAL-LOGICAG のコントロールを越えた他の偶発事故に起因するもの)によ

ってダメージを受けた製品、間違った接続、間違った情報、DIGITAL-LOGIC AG 以外の何者かによる

サービスや改造によって起きたものには適用されません。またユーザがこれらの技術についての十分

な知識を持っていなかったり、製品マニュアルやDIGITAL-LOGIC AGの技術サポートをよく調べずに製

品が破損された場合も保証は適用されません。 

 

空のバッテリ（外付け及びボード上）も他のすべてのバッテリ故障と同様にこのメーカーの限定保証は

適用されません。 
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ただし上記の場合を除いて、保証は特別の目的のための市場性および商品性の保証を含む（ただし

必ずしもこれらに限定されない）黙示保証や明示保証でも全ての保証適用外であると明確に拒否しま

す。いかなる場合においてもデジタル・ロジック社は偶発的または間接的に起こるもの、費用、利益損

失、貯蓄損失、本製品の使用、または使用できないことから生じるいかなる損害に対しても購入者やユ

ーザーに責任を負わないものとします。 
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1.8. マークの説明 

 

         ＜CE 適合性＞ 

    このマークは、このマニュアルに記載された製品がすべての適  

    合された CE基準に従っていることを示します。 

  

 

    ＜注意、電気ショック＞ 

このマークとタイトルはそれら製品やパーツに触れると電気ショック（60V

以上）が起こるという危険警告です。この表示や法 によって 規定された

注意事項を見落とすと、あなたの生活や/健康を危険にさらし、かつ、ま

たはあなたの設備への損害を起こしかねません。 

 

 

    ＜注意、電気ショック＞ 

     このマークとタイトルはそれらの製品やパーツに触れると電気ショッ 

    ク（32V 以上）が起こるという危険警告です。この表示や法によって規定

    された注意事項を見落とすと、あなたの生活や/健康を危険にさらし、か

    つ、またはあなたの設備への損害を起こしかねません。 

 

    

 ＜警告、静電気放電に敏感なデバイス！＞ 

   このマークとタイトルは,エレクトリック・ボードとそのコンポ  

  ーネンツが 静電放電（ESD）に敏感であることを示しています。   

   常に製品のインテグリティを守るために、この製品を運んだり 

   検査するときは最新の注意を払う必要があります。 

 

 

 

    ＜注意＞ 

    このマークとタイトルは、読者が十分に理解せず、考慮されて 

   いない場合にあなたの健康被害を引き起こしたり装置にダメー 

   ジを与える結果になるかもしれないことを強調するものです。 
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    ＜メモ＞ 

    このマークとタイトルはユーザーの利益のために注意深く一読しておく 

    べき箇所を強調するものです。 

 

 

 

    ＜警告、熱に弱いデバイス＞ 

     このマークとタイトルは熱に弱いコンポーネントであることを示していま

す。  す。 

 

     

              ＜安全のしおり＞ 

    このマークはオペレーターがのための安全のしおりを表してい 

   ます。 

 

 

 

 

      

     ＜危険＞ 

     このマークは物理的、電気的、化学的障害による一般 

     的な危険に対する警告です。 これはあなたの生活や 

     健康を危険にさらし、結果として装置にダメージを与 

     える可能性があります。 
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1.9. 適用文書と標準規格 

次の印刷物はこのマニュアルと共に使用されます。参照が付けられた仕様書は全て承認された改訂

版に代替された場合、その改訂版が適用されます。全ての文書は各機関から入手して下さい。 
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1.10. 安全のために 

あなたの新しい DIGITAL-LOGIC 製品は電気的な安全要求事項のその遵守を保証するのに必要な特

徴をすべて提供するために注意深く開発・テストされました。また長い製品寿命を保つようにも設計さ

れました。しかしながら、この予測製品寿命は圧縮ファイルの解凍やインストール中の不適切な取り扱

いによって著しく減少してしまいます。したがって自分の安全と新しいデジタル・ロジック社製品の正常

動作のためにどうぞ次のガイドラインに従って下さい。 

 

    注意！ 

    この装置に関わる作業は全て熟練者の手によって行って下さい。 

 

 

    

    注意！電気ショック！ 

    新しいデジタル・ロジック社製品をインストールする前に、メインパワー

がオフ  になっていることを常に確認して下さい。これはピギーバックまたは周辺

    装置のインストールにも当てはまります。深刻な電気ショックの危険は 

    全てこの製品を使ったインストールや修理・メンテナンス作業中に起きま

    す。したがって、常に仕事を行なう前に電源ケーブルと外部電圧を提供

    する他のケーブルのプラグを抜くようにして下さい。 

    

 

    警告、静電気放電に敏感な装置!  

    電子ボードとそれらのコンポーネントは静電気に敏感です。いつで 

    も製品保全を保証するためには、この製品のすべての取り扱いおよ 

    び検査の間に注意深くしてください。 
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1.11. RoHS（有害物質の使用制限）義務 

DIGITAL-LOGIC AG は欧州連合によって確立された有害物質の使用制限(RoHS)指令(2002/95/EC)と

廃電気電子機器(WEEE)指令(2002/96/EC)に従って環境にやさしい製品を開発し生産することに尽力

しています。RoHS 指令は 2003 年 2 月に欧州連合によって採用され 2006 年 7 月 1 日に施行されまし

た。これは法令ではなく、様々なタイプの電子・電気機器の生産で 6 つの危険性物質の使用を制限す

る命令です。それは電気製品のリサイクルや資源回収の回収目標を設定した廃電気電子機器

（WEEE）指令（2002/96/EC）と密接に関連しており膨大な量の有毒なゴミと化したコンピュータ機器類

の問題を解決するための法的戦略の一部です。 

 

欧州連合の各加盟国はガイドとして指令を使用し、独自の政策の実施や施行を導入しています。した

がって、EU にいろいろな国があるように様々なバージョンの法律もありえます。さらに、EU 加盟国でな

い中国や日本、米国などはカリフォルニアのように、エコ商品（環境にやさしい商品）のために独自の制

限をもうけています。それらは似てはい ますが、RoHS 指令に対して全く同じではありません。 

  

RoHS はしばしば「無鉛の」指令として引用されますが、次の物質の使用を制限するものです。 

  鉛 

 水銀 

 カドミウム 

 クロミウム Ⅵ 

 多臭素化ビフェニルとポリ臭素化ジフェニルエーテル 

上記の言及された物質のどれでも最大許容濃度は、同質の物質の重量の 0.1%(カドミウムは例外で

0.01%の上限)です。 

これは完成品の重量でもコンポーネントの重量でもなく、（理論上）物理的に分離できる各々単一の物

質での重さでの上限です。 

 

1.11.1. ROHS に準拠した製品のデザイン 

全てのデジタル・ロジック社製品は ROHS法に準拠しています。 

2006 年 7 月１日から全てのデジタル・ロジック社標準製品のデザイン・イン段階での ROHS に準拠した

電気的および物理的コンポーネントを使用することは厳守されています。 

 

1.11.2. ROHS に準拠した製品の製造過程 

デジタル・ロジック社はROHSに準拠した装置を生産できる外部の仕入先を選んでいます。この能力は

次の事柄で確認します。 

1. 仕入先が彼らの製造過程と結果としてできた装置が ROHS に準拠していることを示した確

認書。 
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2. もし ROHS 準拠に疑わしい点があれば、製造された装置の中の前述の物質の濃度が測定
されること。この計測は適格審査に合格した研究所で行っていること。 

 

1.11.3. WEEE アプリケーション 

WEEE 指導は ROHS 指導に密接に関連づけられ、次の装置に適用されています 

 大小の家庭用電化製品 

 IT 機器 

 通信機器（いくつかの国ではインフラ機器は免除されてはいますが） 

 消費者用機器 

 照明器具-電球を含む 

 電子および電動工具 

 おもちゃ、レジャーやスポーツ用品 

 自動販売機 

 

固定産業施設や工具には適用されません。この指導を遵守することは法に定義されているように製品

を市場に届ける企業の義務です。部品や組立品に関しては製品コンプライアンスに制約されていませ

ん。言い換えれば、デジタル・ロジック社はエンドユーザーに既製品を届けているのではないので、

WEEE の指導はデジタル・ロジック社には適用されません。とは言ってもユーザーの皆様には寿命に達

した全ての電化製品を適切にリサイクルすることをお勧め致します。 

 

 

1.12. スイス・クォリティ（スイス品質） 

 100％スイス製です。      

 デジタル・ロジック社は“Swiss-Label”（スイス・ブランド）の一員です。 

 この製品は出来高制給与で働いている従業員によって作成された 

  ものではありません。 

 この製品は人道的な労働条件で製作されました。 

 この製品に従事している従業員は全てスイス市場賃金で支払われている被保険者です。 

 ISO9000：2001（品質管理システム） 

 

1.13. 品質管理システムのためのスイス協会 

品質管理システムのためのスイス協会（SQS）はあらゆるタイプの工業とサービスに保証と評価を提供

しています。SQS の保証はスイス保証サービス（SAS）の認定のおかげで世界中に認められています。

SASはインターナショナル保証ネットワーク、IQネット、の現会員で、信頼できるパートナーと契約・協定

を結んでいます。 
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２. 概説  

2.1. 標準装備 
スマートモジュール800PCXはPC/AT互換コンピュータの主要要素をオンチップ・ユニットに取り入れた

小型 PC です。こちらには次のような標準の PC/AT コンパチブル・エレメンツが含まれます。 

 パワフル AMD Geode LX800 コアもしくは AMD Geode LX900 コア 

 BIOS フラッシュ 

 256-1024MB用 SODIMM ソケット 

 タイマ 

 DMA 

 リアルタイム・クロック 

 2k EEPROM 

 LPT1 

 COM1(TTL)、COM２(TTL) 

 スピーカー・インターフェース 

 AT-キーボード・インターフェース 

 PS/2 マウス・インターフェース 

 フロッピー・ディスク・インターフェース 

 1xATA-IDE ハード・ディスク・インターフェース 

 VGA/LCD ビデオ・コントローラ 

 エンベデッド・スマート・バス 480 

 3.3V 電源供給（スイッチ・モード） 

 

2.2. 独自の特徴 

 セット・アップとコンフィギュレーションの EEPROM 

 UL 認可されたパーツ 

 AC97 オーディオ・バス 

 2X 増設 USB2.0 ポート 
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2.3. SM800PC/X SM900PC/X ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 仕様書 

 

 

 

   

 

 

 

 

2.5. SMP5PC と SMP3PC の違い 
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2.5. SMP5PC と SMP3PC の違い 

 

 

 

Sm480 バス上の新しい機能/信号： 

次の追加機能/信号は、sm480 バス上の DRAM－シグナルに接続されており、SM800PCX 製品上では

使用できません。 

 5.1 サウンド用 CODEC に接続する AC97－バス 

 増設（USB V2.0）USB３及び USB４ 

 ビデオ・インプット・ポート 

 LAN-LED’s 

 LPC-バス 

 シリアル・バス 
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2.6. SM800PC/X と SM900PC/X の標準 PC/AT との非互換性 

2.6.1. SM800PC/X バージョン 1.x 上の PC104 バス・ISA バス 

オンボード LPC から ISA-ブリッジは増設 PC/104 カードを使用したボードの機能性の拡大を可能にし

ます。 

 

残念なことに、LPC から ISA への変換のために、16 ビットアクセスを行なうことができません。これはこ

れらのカードが使用できないということではなく、１６ビットアクセスが２つに分配されてしまうからです。

したがって、このカードへのアクセスは少し遅くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは全てのノン・バス・マスターI/OとMEMサイクルが１６ビットワイドではなく、たったの８ビットワイド

だということです。１６ビットデータの転送はバス・マスター様式でのみ使用可能です。 

 

2.6.2. SM800PC/X バージョン 2.x 

不適合がないことは周知のことです。この ISA-バスは PCI-ブリッジから発生しています。 

 

2.6.3. SM900PC/X 

不適合がないことは周知のことです。 この ISA-バスは PCI-ブリッジから発生しています。 

 

2.7. 注文コード 
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これらは例です。現在の注文コードは販売代理店にお問い合わせ下さい。 

 

 

2.8. 関連するアプリケーション・ノート  

関連するアプリケーション・ノートはhttp://www.digitallogic.com⇒support で利用できます。 

もしくはデジタル・ロジック社アプリケーション CD をご参照下さい。 
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３. PC 機能詳細 

3.1.インターラプト・コントローラ 

Geode・チップセット内の 8259A に互換性のあるインターラプト・コントローラは７つの優先的インターラ

プト・レベルを提供します。 

このため、いつくかは普通にボードのオンボード・デバイス・インターフェースとコントローラに関連づけ

られ、いくつかは AT拡張バス上で使用可能になります。 

 

           

3.2.タイマとカウンタ 

 

3.2.1.プログラムできるタイマ 

8253 に互換性のあるタイマ・カウンタ・デバイスはボードの CS5536 デバイスも含んでいます。このデバ

イスはまさに標準の AT と同じやり方で使用されます。8253 のそれぞれのチャンネルは 14.318MHz オ

シレータから来ている 1.190MHz クロックによって動いており、多様な周波数を供するために内部で分

割することができます。 

 

タイマ２はもしスピーカー機能が必要なければ一般的なタイマとしても使用できます。 

 

 

    注記 

    バッテリのないアプリケーションでは、システム・インテグレータが OS の

    実時間の機能と精度をチェックして下さい。 
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3.2.2. バッテリ時計 － リアル・タイム･クロック（RTM） 

AT互換のある日付/時間時計はチップセットの中にあります。デバイスはCMOSスタティックRAMも含

み標準の AT と互換性があります。システム・コンフィグレーション・データは通常クロック・チップの

CMOS RAM に保管されており、ある意味では他の AT 互換コンピュータで使用するという協定に矛盾

はありません。 

 

外部電池は 3.6V のリチウム電池で RTC ピンに接続してください。 

 

バッテリ支援の時計は boot-time に DIGITAL-LOGIC AG“SETUP”を使用してセットアップすることがで

きます。 

 

 

外部リチウム3.6V電池を使用すると、ボードは10年以上電池交換なしで動きます。チップセットは次の

ように電流を消耗します。 

 

25℃での代表的なバッテリ電流量     システム・オフ  ＜５μA 

   システム・オン  ＜１μA 

 

システム・インテグレータはシステム･オフとシステムオンの両方のケースのバッテリ電流量を測定して

下さい。実際の測定値とバッテリのキャパシティとでトータルの寿命が計算されます。 

 

3.2.3. ウォッチドッグ（監視） 

ウォッチドッグ(監視)タイマはシステム・クラッシュとハードウェア・リセット実行を検知します。電源を入

れた後、ウォッチドッグは常に BIOS が監視にストロボを送らないことで無効にできます。 
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ユーザーがウォッチドッグを利用したい場合には、アプリケーションは少なくとも 800 ミリセカンドごとに

ストロボを発出しなければいけません。もし 800 ミリセカンド内にストロボが一回も発出しないとウォッチ

ドッグはシステムをリセットします。 

 

プロダクト CDの中にあるドライバ/ソフトウェア/BIOSマニュアル“GEODE_LX800-LX900.pdf”の特別周

辺機器の章のサブセクション”INT 15h SFR 機能“も合わせて参照して下さい。 
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3.3. ROM-BIOS / EEPROM（電気的消去可能 ROM）メモリ 

 

3.3.1 ROM ‒ BIOS 

８ビット・ワイド・データの EPROM は通常ボードの AT 互換 ROM-BIOS にアクセスします。BIOS は

E82802A（もしくはこれと同等のもの）デバイスを取ります。ボードのウェイト状態制御論理は自動的に

全ての CPU がこのソケットにアクセスする４つのメモリウェイト状態に挿入します。 ROM-BIOS は

C0000h から FFFFFh を通ってメモリ・エリアを占有しますが、ボードの ASIC（特定用途向け集積回路）

論理はオンボード･デバイスの C0000h から FFFFFh の全域を留保します。つまりこのエリアはすでに

ROM-DOS および BIOS 増設モジュールが使用できるということです。 

マイクロスペース SM800PC/X、SM900PC/XROM-BIOS の適切な部署に相談してください。 

 

3.3.1.1. 標準 BIOS ROM 

 

3.4.1.1.  

3.4.1.2.  

 

3.3.2. セットアップ用 EEPROM メモリ 

EEPROM はセットアップとコンフィギュレーション・データに使用され、CMOS-RTC の代替として保存さ

れます。オプションとしてEEPROMセットアップ・ドライバはCMOS RTCにアップデートされています。も

しバッテリが止まってチェックサム・エラーが現れたらシステムを停止して下さい。EEPROM の容量は２

キロバイトです。 

 

2084 バイト EEPROMs の構成 
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3.3.3 BIOS CMOS セットアップ 

もし不適切なセットアップが CMOS-RAM に記憶されてしまったら、EEPROM から RTC/CMOS-RAM を

リセットした後、カスタマー初期設定値を読み込んで下さい。もしバッテリ不足だったらいつでも

EEPROMからカスタマー初期設定でシステムを起動させることができます。 

 

   注意！ 

  次のセットアップ・ページ（TAB を使ったスイッチ）スペシャル・パラメータ 

  の値が修正可能です。通常、パラメータはデジタル・ロジック社によって  

  正確にセットされています。システムがクラッシュする可能性があるのでパラメータ

の修正は特に慎重に行って下さい。いくつかのパラメータは CPU タイプによって決まります。例えばキ

ャッシュ・パラメータはいつでも使用できます。従って、もしいくつかの“ウェイト”状態を選択するとシス

テムはRAMリセット・ジャンパーを使ってCMOS-RAMをリセットするまでシステムは起動しません、が、

初期設定値は再読み込みされます。もしこれらのパラメータに精通していないのなら、何も変えないで

下さい！ 

 

3.4. CMOS RAM マップ 

業界標準（工業規格）仕様を基にしたシステムにはバッテリ支援のリアル・タイム・クロック・チップが含

まれています。このクロックは少なくとも揮発性でない６４キロバイトの RAM を含んでいます。システム

BIOS はシステム・コンフィギュレーション、初期設定パラメータ、システム診断、時間、日付を含む情報

を格納（保存・記憶）するためにこのエリアを使用します。この情報はシステムの電源が切れても損な

われることはありません。 

 

このBIOSは 128バイトのCMOS RAMをサポートします。この情報は I/Oポート 70ｈと 71h を通してア

クセスできます。CMOS RAMはいくつかのセグメントに分けられます。 

 ロケーション 00h ‒ 0Fh リアル・タイム・クロック（RTC）とステータス情報を含む 

 ロケーション 10h ‒ 2Fh システム・コンフィギュレーション・データを含む 

 ロケーション30h ‒ 3Fh システムBIOS仕様コンフィギュレーション・データ、同様にチップセ

ット仕様情報を含む 

 ロケーション 40h ‒ 7Fh チップセット仕様情報、同様にパワー・マネジメント・コンフィギュレ

ーション・パラメータ 

 

次の表はこれらのエリアがさらにどのように分かれているかを要約してものです。 

 27



 

CMOS マップ 
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3.5. EEPROM保存 CMOS セットアップ 

EEPROMは次のリストにあるように異なった機能を持っています。 

 CMOS セットアップ値のバックアップ 

 バージョン、製造日、ボードのカスタマイズ、CPU タイプ等のシステム・インフォーメーションの

保存 

 ユーザー / アプリケーション値の保存 

 

EEPROM は BIOS セットアップメニューを exit すると自動的にアップデートされます。システムは CMOS

バッテリがなくても作動します。Boot 中に CMOSは EEPROM値で自動的にアップデートします。 

 

もしシステムがハングアップしたり問題が起きたら、次のようなステップを実行して下さい。 

 

１. CMOS セットアップをリセットする（少なくとも 10 分間はバッテリをはずして下さい。） 

２. システムがスタートアップするまでに ESC キーを押して下さい。 

３. BIOS セットアップに入って下さい。 

 a. DEFAULT 値を読み込んで下さい。 

 b. 環境（environment）のセッテイングに入って下さい。 

 c. セットアップから exit して下さい。 

４システムを再スタートして下さい。 

 

 ユーザーは INT15 特別機能を通して EEPROM にアクセスして下さい。詳細はプロダクト CD

の中にあるドライバ/ ソフトウェア / BIOS マニュアル“GEODE＿LX800-LX900．pdf.”の特

別周辺機器の章のサブセクション“INT 15ｈSFR 機能”を参照して下さい。 

 このシステム情報は読むだけの情報です。SFI 機能を使って読んで下さい。 
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3.6. PCI リソース/ PCI スロット・アサインメント 

次の表は LX800/900BIOS に合う周辺機器の PCI リソースの定義です。 

注意 - AD24は二度使用され、ブリッジ機能と2つのブリッジ（LXインターナルとPCIから ISA）を分け

るためのネガティブ/ポジティブ・モードをサポートする特別なトランスペアレント･モードを持っています。

もう片方の IDSELs は規定はなくカスタマイズされた PCI テーブル BIOS が必要となります。 

 

 

 

例： 

フレーム取り込み器を使用したマザーボード、SATA コントローラと PCI から PCI へのブリッジ、次の使

用が推奨されます。 

 

 

 

推奨（デバッグ目的）： 

各 IDSEL と REQx/GNTx ラインに０オームの抵抗器を置いて下さい。これで最終的な PCBの中の PCI

リソースを変えます。 
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3.7. メモリ＆I/O マップ 

 

3.7.1.システム・メモリ・マップ 

GeodeCPU は中央演算処理装置のように使用し 32 ビットアドレスによって定義されるメモリアドレス空

間を持っています。メモリアドレス・マップは次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 35



3.7.2. システム I/O マップ 

次の表は000hから4FFhの I/O範囲のレガシーの詳細です。それぞれの I/Oロケーションには読み込

み、書き込みの容量があります。 

 

次のような略語 

--- わからないか決定できない 

Yes 指示ロケーション時にレジスターを読み込み・書き込みする。シャドウ(“Shadow”)は必要あり

ません。 

WO 書き込みのみ。書き込まれた値はリードバックできません。読み込みはどんな有用な情報も含

みません。 

RO 読み込みのみ。書き込みは効果がありません。 

Shw 登録のために書きこまれた値は同じ I/O ロケーションを経由しないと（通さないと）リードバック

できません。リードバックはMSR空間にある“Shadow”レジスターを通さないと果たせません。 

Shw@ ロケーションの読み取りは一定か意味のない値を返します。 

Shw＄ ロケーションの読み取りはステータスかいくつかの意味のある情報を返します。 

Rec ロケーションの書き込みは記録され（“recorded”）LPC に書き込まれます。ロケーションの読み

込みは記録された値を返します。LPC は読めません。 
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3.8. BIOS データ・エリア定義 

このBIOSデータ・エリアはシステム環境についての情報を含んだシステムRAMの中の領域です。シス

テム環境情報は他の BIOS 機能と同様にハード・ディスク、ディスケット・ドライブ、キーボード、ビデオと

関係した定義も含んでいます。このエリアはシステムに初めに電源が入れられ 0400h-04ＦＦh から 256

バイト・エリアまで占めたときに作成されます。次の表はセグメント・アドレス 40：00h からスタートするオ

フセット・オーダーでの BIOS データ・エリア・ロケーションのリストです。 
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3.8.1. 互換性サービス表 

割り込みサービスルーチンおよび様々な表のデータの工業規格メモリ・ロケーションとの互換性を保証

するために、BIOS はテーブルおよびジャンプ・ベクトルを維持します。 
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3.9. VGA/LCD コントローラ 

 

3.9.1. GeodeLX800・LX900 の VGA・LCA コントローラ 

 高度に合成されたフラット・パネルおよびCRT GUI 加速器＆マルチメディア・エンジン、パレット

/DAC、クロックシンセサイザー、合成されたフレーム・バッファー 

 HiQColor TM 技術が TMED(一時的な調整されたエネルギー分布)で実行されました。 

 ハードウェア・ウィンドウズ・アクセレーション（加速） 

 ハードウェア・マルチメディア・サポート 

 ハイ・パフォーマンスのフラット・パネル・ディスプレイ・解像度と 3.3V の色の深み 

 TFT パネル(X1)に色をつける 18/24bit の直接のインターフェース 

 最小限の使用（法）で高度なパワー・マネジメント機能 

○ 通常操作 

○ スタンバイ（スリープ）モード 

○ パネル・オフ省電力モード 

 VESA の標準サポート 

 IBM VGA との完全互換性 

 ウィンドウズ XP とウィンドウズ 2000 のドライバ・サポート 

 

3.9.2. グラフィック・モード 

 

 

 

 

 

3.7.1.  

3.7.2.  

3.7.3.  

3.7.4.  
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3.9.3. フラット・パネルの機能解説 

LCD インターフェース： 

工業規格（業界基準）１８ビットもしくは２４ビットのアクティブ・マトリクス方式薄膜トランジスター(TFT)に

直接のフラット・パネル（FP）インターフェース。 

 

ビデオ論理によって供給されたディジタル RGB もしくはビデオ・データは、可変ビットを備えたパネルの

広く多様種のドライブに適切なフォーマットに変換されます。 

 

LCD インターフェースは、1 つの色当たり 6 ビット未満で使用のためにパネルに表示された色の明白な

数を増加させるためにディザリング・ロジックを含んでいます。LCD インターフェースは、さらにパネル電

源の自動的なパワー・シーケンスをサポートします。 

 

モード・セレクション： 

FP は、BIOS セットアップで最も標準の TFT パネルを備えたオペレーション用に構成することができま

す。 

 

それは、18 あるいは 24 ビットのインターフェース、および 320x240、640x480、800x600、1024x768、

1280x1024 および 1600x1200 のピクセル解像度を備えた TFT パネルをサポートします。1 個の時計当

たり 1 つあるいは 2 つの一方のピクセル、すべての解像度のためにサポートされます。 

 

TFT パネル・サポートについては、ディザー･ブロックからの出力は、パネル・データ・ピン(DRGBx)に直

接送られます。これらのピンへ送られているデータは、HSYNC、VSYNCおよびLDEのようなTFT タイミ

ング・シグナルを備えた同期にあります。 

 

DISP_ENAが活発な限り、1つのピクセル(あるいは2つの px/clk モードにおける2つのピクセル)は、ク

ロックのポジティブ･エッジごとに変えられます。 

 

F1 キーを使って BIOS に入る 

 C を選ぶ（マザーボード・デバイス・コンフィギュレーション） 

 F を選ぶ（ビデオおよびフラット・パネル・コンフィギュレーション） 

 ディスプレイ出力 ＝ フラット・パネル 

○ フラット・パネル・コンフィギュレーション 

  ■タイプ ＝TFT 

   ●解像度 ＝ 320x240, 640x480, 800x600, 1024x768, 1280x1024, or    

 1600x1200 pixel 
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４．ジャンパーの説明 

4.1. SM800PC/X SM900PC/X上のジャンパー 

太字で書かれたものは初期値です。 

 

 

          

 

 

 

 

 

  

 

 

 

５．LED 表示 

 

 

 

 

5.1. 電源/ SM800PC/X / SM900PC/X 上のコントロール LED 

スマートモジュール 800PCX のトップ・サイドには２つの LED があります。 

 

緑色電源 LED D8 

 これは CPUへの 3.3V コア・サプライが OK であることを示します。 

 この LEDは 5V 電源供給が可能になるやいなや点灯します。 

 

緑色 RUN LED D9 

 OFF：モジュールがオフ状態、つまり作動していない時 

     LED は点滅状態です。 

 ON： モジュールがオン状態、つまり通常実行している時 

     この LED は電源を入れた後、１，２秒後に点きます。 

 

BOOT シーケンスに成功した後： 両方の緑色 LED が点きます！ 
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６．SM800PC/X / SM900PC/X の大きさ 
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6.1.1. PCB から SM800PC/X / SM900PC/X の高さ 
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6.2. スマート 480 バス 
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IrDa を使用した BIOS 設定： 

BIOS セットアップの中で GeodeLX の UART A を使用可能にしなければなりません： 

F1 ⇒マザーボード・デバイス・コンフィギュレーション ⇒I/O コンフィギュレーション 

 UART ポート A ＝ 使用可能 

 UART モード   ＝ SIR/CIR 

 

   注意！ 

   絶対にUART A モードを“シリアル- 16550互換”や“エクステンド”にセ

   ットしないで下さい。もし IrDa ダイオードが B41/B42 に接続されるとダイ

   オードが破壊されます！ 
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７．スマートモジュールのデザイン－イン 

SM800DK マニュアルのデザイン－イン・インフォーメーションを参照して下さい。 
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